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目的：地震計の振動記録と水素爆発の事態推移の比較を行い、建物の変形を伴う初期の爆発現象と、その

後の3号機天井部からの黒色の噴煙上昇が時間的に区別することが可能か、また、地震波形において

両者の間に明らかな違いがあるかを確認する。

アプローチ法：前回の議論において、すでに得られている初期の爆発現象の始点（-2/60）秒から建物南東部

の赤紫火炎発生を経て、3号機天井部における火柱の発生（2/60）秒までの進展にかかった時

間をスケールの基準として、天井部から噴煙が始まるまでの時間を地震波形（D観測点の上下

動成分）を用いて確認する。(参考１、２)



１．地震計の振動記録と水素爆発の事態推移の比較
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結論：今回の検討により、初期の爆発現象の時間をスケールの基準として比較すると、正確な起点を特定す

ることは困難であるが、噴煙上昇までには約0.17(10/60)秒を要していること、また、地震波形側も同時

刻には大きな揺れが収まっていることなどから、初期の爆発現象と噴煙上昇の間には、有意な時間差

があることが説明可能であることが示された。また、地震加速度の観点においても、初期の爆発現象と

噴煙では、明らかに加速度が小さいなど異なる点を確認できた。

よって、今回の結果は、初期の爆発現象がその後の噴煙の現象と区別することができ、3号機の水素

爆発が多段階の過程を経ていることを示唆するものである。
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第15回会合（令和2年11月12日）資料２－１より抜粋

【参考１】
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第15回会合（令和2年11月12日）資料２－１より抜粋

【参考２】



１．地震計の振動記録と水素爆発の事態推移の比較
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【参考３】

第15回会合（令和2年11月12日）資料２－１より抜粋
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２．３号機水素爆発後状況（衛星写真）

３号機水素爆発前後の衛星写真から、３号機原子炉建屋から水蒸気と思われる白煙が確認される。

衛星写真 ２０１１年３月１２日１０時３８分頃

３号機水素爆発 ２０１１年３月１４日１１時０１分頃

衛星写真 ２０１１年３月１４日１１時０４分頃 ← 白煙を確認

衛星写真 ２０１１年３月１７日１０時５４分頃 ← 白煙を確認

水素爆発時点で３号機原子炉建屋５階部分には相当量の水蒸気があったと考えられる。



２．３号機水素
爆発後状況
（衛星写真）
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２０１１年３月１２日

午前１０時３８分

衛星：WorldView-２

２０１１年３月１４日

午前１１時０４分

衛星：WorldView-２

Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.
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２０１１年３月１７日

午前１０時５４分

衛星：WorldView-２
Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

２．３号機水素爆発後状況（衛星写真） 【参考】



２－１．３号機水素爆発後のSGTS配管系の損傷等（衛星写真）
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２０１１年３月１８日

午前１０時１９分

衛星：WorldView-２

３号機４号機

Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

【参考】



２－１．３号機水素爆発後のSGTS配管系の損傷等（現地写真）
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【参考】

2011.3.24 東京電力撮影

2011.3.25 東京電力撮影

2011.3.25 東京電力撮影

３号機SGTS配管

３号機SGTS配管



３．１／２号機SGTS配管系及び１号機シールドプラグの汚染状況の比較
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１／２号機
共用スタック

D/W：ドライウェル
S/C：サプレッションチェンバ
AO弁：空気作動弁
MO弁：電動駆動弁
RD：ラプチャーディスク
GD：グラビティダンパ
SGTS：非常用ガス処理系

シールドプラグ最上層下面に
0.1～0.2 PBqのCs137

シールドプラグ最上層下面に
20～40 PBqのCs137

RD不作動
（破裂せず）

RD作動
（破裂） SGTS合流部

7～13 TBq

２号機
SGTS配管
1～3 TBq

２号機
SGTS配管
0.067 TBq

１号機
SGTS配管
0.078 TBq

２号機
SGTSフィルタ
600ｍSv/h程度
数TBｑ

１号機
SGTSフィルタ
数1000 mSv/h
10数TBq

スタック基部
2000～3000 mSv/h

スタック上部
0.1～0.7 mSv/h
（３－１．参照）



３．１／２号機SGTS配管系の汚染の経路
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１／２号機
共用スタック

D/W：ドライウェル
S/C：サプレッションチェンバ
AO弁：空気作動弁
MO弁：電動駆動弁
RD：ラプチャーディスク
GD：グラビティダンパ
SGTS：非常用ガス処理系

ベント配管
（耐圧強化ベントライン）

ベント配管
（耐圧強化ベントライン）

自号機SGTS配管
（フィルタ）への逆流

２号機SGTS配管
（フィルタ）への逆流

スタック頂部から
ベントガス放出

１号機ベント

水素＋FP 水素＋FP

PCVからの
漏えい

PCVからの
漏えい

溶融炉心 PCV内
高いCs濃度

A系

B系

A系

B系
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３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（１／１０）
【参考】

１．はじめに

令和2年10月2日、3日に１／２号機共用スタックの解体筒のうち、切断片の部位5と７に加えて、同年10月

29日に部位9の線量当量率の測定を行った。

２．測定状況

29日の測定では、部位9の排気筒（スタック解体筒）が横置き（北が下部）になっていたので、西―北―東

の下部から30㎝高さでの汚染分布をカバー無の日立アロカ製の電離箱で測定した。70マイクロメートル線

量当量率測定用の電離箱ではないので、相対的なCs-137の汚染分布を知るための測定である。
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３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（２／１０）

３．測定結果

第1図に、前回の部位5と7の結果と併せて今回の部位9の測定結果を示す。

半分の領域の測定結果であるが、部位5と7に比べて全体的に汚染密度が高くなっていること、北東方向

に最も汚染密度が高い個所があることが分かる。ガンマカメラの測定でもこのことは確認されている。この

場所は、東西南北の測定点からずれた位置で、メッシュサーベイにも含まれていない場所なので、注意が

必要である。

なお、内面の汚染は上下方向については、下部に向かうほど高くなる傾向を示しており、また周方向につ

いては汚染は一定ではなく、溶接部を除くと一定の分布を持つことがわかった。このことから、当時ベントガ

スの排気筒内における流動は内面に対して均一な流れではなかった可能性が高い。なお、汚染レベルは、

γ汚染に比べてβ汚染が高く、500Bq/cm2の部位も確認できており、さらに高くなる傾向にあり、主にCs-

137による汚染である。現時点でSr90-Y90によるβ汚染は確認出来ていない。
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３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（３／１０）

汚染水対策チーム会合78回 資料3-2 より
抜粋引用
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３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（４／１０）

汚染水対策チーム会合78回 資料3-2 より
抜粋引用



19図1 排気筒切断片 No.5、No.7

汚染水対策チーム会合78回 資料3-2 より抜粋引用

排気筒切断片 No.5、No.7

３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（５／１０）
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３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（６／１０）
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３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（７／１０）



22

３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（８／１０）

汚染水対策チーム会合78回 資料3-2 より抜粋引用

図４ 排気筒切断片 No.9

排気筒切断片 No.9
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３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（９／１０）

排気筒
切断片
No.9
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３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（１０／１０）

図７ 測定結果

排気筒内側を平面に展開した

汚染水対策チーム会合78回 資料3-2 より抜粋引用

構造的にトラップされ
やすい箇所（溶接部
等）の測定点


